
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報

第
二
雫
終
幕
に
は
セ
繋
の
肩
晶
職
、
第
二
十
剛
章
に
は
石
碑
及
び
鍛
錬
を
述
べ
．
て
。

み
る
ポ
、
嬢
＋
六
牽
房
由
舞
居
券
の
壕
塔
以
下
は
關
野
博
士
切
遺
詑
録
が
そ

の
ま
窪
掲
げ
ら
杣
、
す
こ
ぶ
る
簡
略
に
し
て
、
い
さ
さ
か
讃
器
に
も
の
足
り

な
｝
伊
懐
か
し
め
る
こ
と
は
帯
し
い
。
鎖
二
篇
も
高
齢
の
年
代
推
定
に
は
繭

の

籍
の
木
造
雄
築
と
陽
国
華
學
的
方
法
を
探
り
、
い
ち
い
ち
詳
細
た
建
築
樫
的

考
察
を
加
へ
て
、
そ
の
建
立
の
年
次
を
決
定
し
て
み
み
。
㌧
て
の
た
め
に
、
・

た
と
へ
ば
勝
陽
の
南
欝
u
將
塔
の
如
く
、
礎
來
た
だ
外
形
上
漢
然
鷹
代
あ
る
ひ

は
噛
還
臨
代
と
聡
せ
ら
准
て
る
た
も
の
が
、
本
・
欝
に
よ
っ
て
北
塔
は
癒
代
の
創
臨
処

に
遼
初
の
櫓
修
が
鋤
へ
ら
糾
、
南
塔
は
遼
代
に
奉
っ
た
も
の
と
の
詳
し
い
噛
設

陽
が
興
へ
・
沁
、
ま
た
北
一
類
興
寺
の
東
餌
鍵
盤
の
う
ち
、
西
塔
が
年
代
的

に
先
行
し
、
且
つ
手
法
に
お
い
て
も
東
塔
よ
り
優
れ
て
み
る
こ
と
な
ど
の
如

き
は
、
　
一
般
に
露
し
い
知
見
を
興
へ
る
竜
の
で
あ
る
σ
r
そ
の
他
、
朝
陽
鳳

鳳
山
の
三
塔
、
掘
｛
家
子
町
擁
叶
欝
旦
（
六
角
九
嬬
贋
）
、
黄
花
崇
∵
燃
潤
子
山
の
擁
耐
塔
な

ど
は
本
書
を
ま
っ
て
始
め
て
詳
細
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
唱
い
へ
よ
う
。

　
嬰
す
る
に
、
本
書
に
よ
っ
て
遮
の
襟
式
を
麺
じ
て
で
は
あ
る
が
、
あ
い
ま

い
の
う
ち
に
閉
さ
れ
て
み
た
唐
代
建
築
の
様
式
が
箸
み
し
く
鮮
明
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
げ

・
に
至
っ
た
こ
ど
。
　
從
融
十
目
金
と
漠
然
並
び
服
せ
ら
れ
て
る
先
建
築
及
び
培

塔
が
、
遼
式
と
金
式
之
の
闇
に
、
あ
き
ら
か
な
壁
式
嘗
め
飛
異
を
有
す
る
こ

と
Q
さ
ら
に
宋
と
遼
と
の
間
に
も
縫
造
様
式
上
か
な
り
の
学
理
が
存
し
、
’

遼
陥
は
「
朱
の
…
穣
帯
筑
を
う
⇔
た
も
の
で
な
く
、
直
接
唐
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
具
灘
的
に
確
認
荒
た
か
け
で
苑
り
、
こ
の
鮎
ひ
と
η
麦
那
建

築
史
．
の
土
の
み
で
な
く
、
ひ
る
て
東
津
女
化
か
史
研
究
上
に
端
脳
還
献
ず
る
と
こ

ろ
大
た
る
魂
の
が
あ
る
O
し
か
し
、
最
後
に
望
蜀
の
暑
を
漁
る
さ
れ
る
な
ら

纂
三
＋
容
箋
∵
四
號
六
〇

ば
、
本
書
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
建
築
上
の
衛
語
に
、
い
ま
聴
少
し
峯
易
な
賞
桀

が
躍
懸
か
べ
ら
れ
．
て
ほ
し
い
次
藥
で
あ
る
。
（
昭
和
一
九
年
一
二
丹
龍
交
書

局
列
、
　
温
順
ハ
倍
鋼
晶
瓢
四
五
頁
、
　
㎜
…
刺
甥
四
回
三
葉
、
　
地
圖
一
葉
、
　
鯨
蝋
偵
一
購
側

山ハ

尅
K
）
　
〔
二
村
賃
軌
鳥
〕

暫

量・7Wi¢

騒
・
幸

一

　
　
　
固
吏
研
究
室
談
腐
乱

　
観
憎
史
研
究
談
話
＾
曾
は
年
初
以
爽
∬
久
の
如
く
蘭
田
か
れ
た
O
」

　
一
月
瀧
臼

　
　
仁
轡
川
墨
㌫
尻
鞘
湘
の
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
斑
　

一
慮
凸
氏

二
月
夫
判

　
　
高
麗
版
大
藏
輝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
束
伏
見
邦
英
氏

．
二
月
廿
七
二

　
　
露
…
に
關
…
す
る
一
史
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
松
　
俊
秀
氏

　
掘
丙
他
宏
郎
副
手
　
昭
和
二
十
一
年
一
一
月
十
七
口
逝
虫

鷺
臨
茶
器
表
千
家
流
堀
内
家
に
引
染
大
正
三
・
ヂ
ま
）
、
．
京
都
一
中
・
三

葉
甲
羅
て
本
雄
葦
部
暴
科
に
入
り
（
昭
和
ヂ
年
）
、
國
史
を
導
攻

し
て
昭
豹
十
三
年
三
．
男
濃
墨
試
瞼
に
合
絡
、
　
．
爾
來
大
學
院
に
在
籍
し
て
西
冨

田
・
那
波
爾
敦
授
一
過
Ψ
の
下
に
一
「
欝
本
丈
化
ト
茶
道
」
㊨
研
究
に
專
念
、
そ

の
間
曜
瀦
十
八
年
五
月
以
來
謝
手
と
し
て
國
史
研
究
室
の
糎
蓄
に
脚
力
さ

海
て
る
た
。
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描
漏
は
誰
寛
瀞
隣
四
幅
粥
、
加
ふ
る
に
期
羽
翼
恭
倫
臥
購
…
の
徳
を
赫
叩
ね
、
常
に
同
腿
－
の
㎜
門

に
推
重
さ
れ
で
る
売
。
先
輩
亀
屋
ギ
倣
ら
ず
、
後
報
も
亦
犯
さ
ず
、
研
究
室

に
目
於
い
て
孜
々
噌
小
舟
」
臨
駄
々
努
か
し
て
慈
ら
誇
ら
ぬ
墾
摺
は
雄
卿
九
．
の
一
典
型

と
し
て
岡
回
り
範
と
す
る
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
◎
、
家
庭
に
於
い
て
も
起
贋
正

し
弟
君
世
の
銚
統
参
進
し
て
怠
ら
ず
、
曝
陣
夏
父
君
の
急
逝
の
後
竺
「

門
を
・
統
塩
・
し
r
て
図
引
遣
の
維
持
鎌
撒
蝋
ハ
に
轟
…
ヵ
さ
劇
、
こ
れ
又
絶
大
の
期
待
と
希

菓
と
を
か
け
ら
証
て
る
た
と
承
っ
て
み
る
。

　
平
石
糊
に
於
い
、
て
繁
』
象
傳
の
職
能
乏
わ
が
際
涯
饗
蓄
學

風
と
は
よ
く
組
合
さ
恥
で
一
．
の
．
大
綱
と
な
り
、
　
卒
業
論
交
に
「
林
問
噂
傘
湯
」

を
論
究
さ
准
で
よ
り
、
連
管
の
夢
墨
珍
㌧
研
繕
力
蝕
「
村
田
珠

’
光
と
茶
倉
の
傳
統
」
（
柴
田
再
編
「
B
本
番
化
史
研
究
」
所
牧
、
昭
和
＋
七
年

稿
）
、
．
「
山
羅
…
の
茶
μ
肥
と
墨
聞
凹
の
日
本
「
的
形
態
」
（
史
林
二
九
｛
登
二
曲
號
所
囁
牧
、

昭
和
十
九
年
稿
）
を
．
獲
表
し
て
、
そ
の
猫
特
の
平
脈
の
誰
歩
大
成
を
囑
望
、
さ

れ
て
み
た
。
弊
秋
七
去
研
究
室
談
話
愈
席
上
獲
菱
意
れ
た
「
茶
室
」
に
制
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
見
解
は
そ
の
成
稿
の
近
き
を
期
待
さ
れ
、
且
つ
獲
病
の
前
夜
蝦
樹
勉
鋤

し
て
樂
ド
し
ん
で
ゐ
ら
札
た
と
聞
、
い
て
る
る
。
　
の
み
な
ら
ず
新
1
1
き
交
運
の

職（

ｲ
期
に
帯
纏
η
、
　
研
徳
九
室
に
於
．
け
る
路
般
の
企
欝
に
も
．
鴛
の
晶
伯
動
に
臨
俣
つ

と
こ
ろ
大
な
る
も
の
あ
る
ご
と
を
惣
へ
ば
、
死
生
有
命
と
は
嘗
ひ
な
が
ら
こ

　
の
人
を
批
年
中
途
に
し
て
失
ふ
．
こ
と
は
返
す
く
も
痛
ま
し
い
限
η
で
あ

る
g

　
二
弩
十
二
日
は
豫
、
て
の
・
約
に
從
ρ
て
、
岩
は
西
m
．
敦
綬
、
千
溢
雄
謝
手
、

久
国
湘
彦
君
及
び
自
分
ら
と
典
に
豪
州
取
石
村
稜
井
の
導
爾
寺
に
招
ぜ
ら
・

萩
禦
春
の
野
蓬
垢
譲
の
撃
を
｛
．
な
が
ら
談
笑
し
黍
室
の
設
計
に
熱

　
　
　
　
義
　
　
　
報

中
し
て
晦
を
過
さ
れ
た
が
、
夕
方
高
石
町
∴
尚
師
の
濱
の
華
瓶
牽
氏
邸
に
於
げ

る
茶
莚
の
席
羨
慕
快
を
訴
へ
裏
、
圃
夜
町
人
留
っ
て
躯
に
欝

・
填
る
・
乏
．
に
な
っ
た
。
書
群
青
の
期
待
婆
》
、
茜
ロ
電
報
下

機
“
齢
養
し
て
十
六
旺
に
乱
助
宅
と
の
報
を
繁
し
た
◎
．
弔
六
日
に
は
尊
総
寺

・
井
川
定
型
氏
入
洛
…
し
で
、
．
君
の
た
ほ
病
確
に
あ
る
こ
乏
を
告
げ
ら
れ
た
。
よ

っ
て
十
七
臼
皐
朝
…
よ
“
夫
人
は
磐
師
を
俘
っ
て
、
高
石
へ
昼
馳
さ
れ
た
が
、

自
動
車
の
到
葎
君
の
臨
鋒
と
時
を
訪
う
し
た
。
欝
の
蕪
接
性
腹

膜
炎
、
病
疲
は
報
ぜ
ら
れ
た
如
く
輕
織
で
な
か
っ
た
の
で
あ
る
・
o
　
客
舎
鍛

疑
の
痔
臥
は
熱
闘
の
乎
厚
い
看
護
の
う
ち
に
あ
っ
て
も
君
の
堪
へ
難
き
も

の
で
あ
っ
た
寒
烏
蓮
な
い
Q
享
年
三
十
有
三
り
　
逡
骸
は
寛
ち
に
宍
人
に
抱

．
か
れ
て
麟
宅
、
戯
∵
凡
て
二
十
旺
本
邸
に
於
い
て
沸
逡
の
儀
が
行
は
九
．
た
心

．
法
名
艶
言
齋
玄
琴
秀
症
宗
完
屠
士
。
鳴
呼
。

　
謹
ん
で
需
の
、
璽
前
…
に
合
掌
し
、
露
｛
嚇
不
交
を
瓢
み
ず
、
鴛
の
謝
謝
を
輩
し

た
。
追
壌
を
蓮
べ
る
事
け
別
に
機
會
も
あ
ら
う
。
畠
た
㎏
眞
を
傳
．
ヘ
ノ
ら
一
ら
ん

こ
と
を
論
る
㌧
ば
か
り
で
あ
る
畑
Q
（
年
山
敏
治
郎
認
）
」

蘂
三
＋
一
魑
巻
、
第
露
．
題
號
　
六
．
一
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